
　
　
　
三
河
の
冨
永
氏
の
研
究

　
　
　
　
　

～
若
者
よ
、
書
を
捨
て
、
旅
に
出
よ
う
～　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨  

永  

公  

文





目　

次

第
１
部　

冨
永
家
の
履
歴
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5

　

祖
父
と
父
と
私
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5

　

父
の
記　

―
実
録
・
冨
永
雄
一
郎
伝
―
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
8

　

艦
載
機
来
襲
す　

～
母
の
戦
争
体
験
か
ら
～
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
14

　

静
岡
県
の
風
土
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

　

は
じ
め
に
愛
が
あ
っ
た
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
17

　

私
の
お
い
た
ち
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
18

　

小
学
校
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
19

　

中
学
校
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

　

郷
土
研
究
部
の
思
い
出
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
22

　

佐
々
木
先
生
と
の
出
会
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
23

　

Ｎ
君
の
こ
と
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
24

　

高
校
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
24

　

大
学
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
25



　

紀
行
文　

ブ
ル
ガ
リ
ア
単
独
行　

～
ソ
連
崩
壊
以
前
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
訪
れ
て
～
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
26

　

立
命
館
大
学
で
学
ん
で
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
44

　

山
口
正
之
先
生
の
思
い
出
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
46

第
２
部　

歴
史
探
訪
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
49

　

首
な
し
冨
永
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
49

　

落
人
伝
説　

～
山
国
に
住
む
人
々
～
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
55

　

冨
永
家
の
先
祖
・
本
家
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
57

　

三
河
東
部
の
郡
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
60

　

富
永
氏
の
ル
ー
ツ
と
系
譜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
63

　

宇
刈
七
騎
と
本
庄
山
砦
址
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
65

　

助
高
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
67

　

三
河
冨
永
氏
の
源
流
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
69

　

東
京
の
冨
永
氏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
82

　

あ
と
が
き
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
83



5

第１部　富永家の履歴

第
１
部　

冨
永
家
の
履
歴

祖
父
と
父
と
私

「
人
生
五
十
年
、
下
天
の
う
ち
を
く
ら
ぶ
れ
ば
、
夢
幻
の
ご
と
く
な
り
…
…
。」（
謡
曲
）「
敦あ

つ

盛も
り

」
そ
ろ
そ
ろ
私
も
、
来き

し
方
行ゆ

く
末
を
語
っ
て
も
よ
い
年
頃
と
な
っ
た
。
甘
酸
っ
ぱ
い
青
春
時
代
、
落
胆
の
教
師
時
代
、
松
下
氏
を
追
っ
た
壮
年

期
、
そ
し
て
悠
々
自
適
の
現
在
。
ま
だ
こ
れ
は
、
ほ
ん
の
過
渡
期
か
も
し
れ
な
い
が
、
清
算
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

私
の
生
地
は
現
在
の
浜
松
市
浜
北
区
根ね

堅が
た

（
当
時
は
浜
名
郡
浜
北
町
）、
岩
水
寺
の
付
近
で
あ
る
。
岩
水
寺
の
井
戸
か

ら
汲
ん
だ
水
で
産う

ぶ

湯ゆ

に
つ
か
っ
た
。
父
は
冨
永
雄
一
郎
、
母
は
し
げ
（
旧
姓
清
水
）、
父
方
の
祖
父
は
貴
久
雄
、
祖
母
は

ひ
ろ
（
旧
姓
長
谷
川
）、
で
あ
る
。

　

父
は
、
北
遠
の
山
間
の
町
、
水
窪
町
（
現
在
の
浜
松
市
天
竜
区
水
窪
町
）
の
出
身
で
あ
る
。
生
家
は
奥
領
家
大だ

い

里り

（
水

窪
本
町
）
の
商
家
で
あ
り
、
炭
や
椎
茸
を
商あ

き
なっ

て
い
た
。
戦
前
は
浜
松
の
陸
軍
に
も
、
炭
を
納
入
し
て
い
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
年
、
祖
父
の
貴
久
雄
が
四
十
四
歳
で
死
亡
し
、
商
売
も
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

水
窪
か
ら
浜
松
方
面
へ
移
り
住
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

父
は
、
浜
松
一
中
（
浜
松
北
高
）
へ
下
宿
し
な
が
ら
通
っ
て
い
た
が
、
戦
局
が
進
む
に
つ
れ
て
、
学
徒
動
員
で
浜
名
郡

の
新
居
に
あ
っ
た
中
島
飛
行
機
の
工
場
で
働
き
、
四
年
で
繰
り
上
げ
卒
業
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
時
に
、
祖
父

が
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
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遺
さ
れ
た
祖
母
は
当
時
三
五
歳
、
長
男
で
あ
る
父
は
十
七
歳
、
ほ
か
に
兄
弟
が
五
人
い
た
。
祖
母
は
よ
く
言
っ
た
も
の

だ
。「
お
れ
は
三
十
五
歳
の
こ
の
時
か
ら
男
に
な
っ
た
ん
だ
。」

　

父
は
水
窪
小
学
校
の
代
用
教
員
に
な
っ
た
が
、
月
給
で
電
球
が
一
個
し
か
買
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
訳
で
教
員

を
や
め
、
祖
母
と
二
人
で
行
商
を
始
め
た
と
い
う
。
終
戦
の
混
乱
期
、「
か
つ
ぎ
屋
」
と
い
う
の
か
豊
橋
か
ら
浜
松
方
面

を
め
ぐ
っ
た
ら
し
い
。
日
本
国
民
は
皆
、
食
う
の
に
精
一
杯
で
あ
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　

戦
後
、
水
窪
の
家
を
残
し
た
ま
ま
、
浜
北
町
小
松
に
家
を
借
り
、
八
百
屋
を
始
め
た
。
父
は
、
水
窪
と
小
松
の
間
を
自

転
車
で
行
っ
た
り
来
た
り
し
た
と
い
う
。
現
在
、
自
動
車
で
さ
え
二
時
間
は
か
か
る
山
道
で
あ
る
。
昔
の
人
は
よ
く
遠
い

道
を
歩
い
た
も
の
だ
。

　

や
が
て
、
浜
北
町
根
堅
の
国
有
地
が
、
開
墾
す
れ
ば
、
払
い
下
げ
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
こ
に
粗
末
な
家
を
建
て
、

一
家
が
住
む
こ
と
と
な
っ
た
。
父
・
雄
一
郎
は
浜
北
町
小
林
の
「
北
栄
サ
イ
ジ
ン
グ
工
場
」
に
職
を
得
、
運
転
手
と
し
て

入
っ
た
が
、
や
が
て
現
場
作
業
員
と
な
り
、
そ
し
て
事
務
職
と
な
り
、
つ
い
に
は
事
務
長
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
私
が
中

学
二
年
の
時
、
独
立
し
て
、
浜
松
市
西
島
町
（
現
在
の
南
区
）
に
「
冨
永
サ
イ
ジ
ン
グ
株
式
会
社
」
を
設
立
し
た
。「
サ

イ
ジ
ン
グ
」
と
は
、「
機
械
糊
付
け
業
」
の
こ
と
で
、
織
物
工
場
の
手
前
の
一
工
程
で
あ
る
。

　

紡
績
→
荒
巻
→
サ
イ
ジ
ン
グ
→
織
布
→
加
工
（
糊
を
落
と
す
、
染
色
、
晒さ

ら
し）
→
製
品
（
ワ
イ
シ
ャ
ツ
等
）。

　

昔
は
「
ガ
チ
ャ
万
」（
ガ
チ
ャ
と
織
れ
ば
、
一
万
円
の
意
）
と
い
わ
れ
た
遠
州
織
物
の
全
盛
期
、
浜
松
地
方
に
は
多
く

の
繊
維
商
社
、
織
物
工
場
、
加
工
場
が
あ
っ
た
。
今
は
、
遠
州
産
地
も
新
興
国
に
押
さ
れ
、
す
っ
か
り
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
。

　

父
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
、
浜
松
市
議
会
議
員
に
立
候
補
し
て
、
初
当
選
。
一
期
つ
と
め
た
。
い
ち
ば
ん
輝
い
て
い

た
時
期
で
も
あ
る
。
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そ
の
後
、
需
要
の
悪
化
に
よ
る
業
績
不
振
で
、
サ
イ
ジ
ン
グ
業
は
廃
業
し
た
。

　

私
は
大
学
卒
業
後
、
父
の
立
候
補
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
し
て
、
家
業
の
サ
イ
ジ
ン
グ
に
入
社
し
た
が
、
思
う
と
こ
ろ

あ
っ
て
、
そ
の
秋
に
浜
松
を
出
奔
し
、
京
都
に
行
っ
た
。
父
は
落
胆
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
に
は
若
気
の
い
た
り
も

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

京
都
に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
生
活
を
始
め
た
。
根
無
し
草
の
生
活
で
あ
る
。

　

恩
師
の
林
誠
宏
先
生
は
、
そ
ん
な
私
の
生
活
を
み
て
、
心
配
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

「
冨
永
君
、
浜
松
に
帰
っ
て
、
教
師
に
な
ら
な
い
か
。」

　

中
学
教
師
に
な
っ
て
、
あ
と
か
ら
先
生
に
聞
く
と
、
私
の
家
族
・
母
と
祖
母
が
来
た
と
き
、「
何
と
か
、
公
文
を
浜
松

に
返
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。」
と
頼
ん
だ
ら
し
い
。

　

教
職
課
程
は
お
お
か
た
と
っ
て
い
た
の
だ
が
、
教
員
免
許
を
も
ら
う
に
は
、
あ
と
数
単
位
足
り
な
い
。
教
育
実
習
と
教

職
日
本
史
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

翌
年
の
昭
和
五
十
五
年
、
私
は
母
校
・
立
命
館
大
学
の
「
聴
講
生
」
と
な
っ
た
。
教
育
実
習
は
、
出
身
の
浜
松
の
東
部

中
で
行
っ
た
。
教
職
日
本
史
は
「
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う

正せ
い

閏じ
ゅ
ん

論ろ
ん

」
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。

　

歴
史
学
と
現
場
教
育
の
関
係
が
、
政
治
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
の
だ
。

　

幸
運
に
も
教
員
採
用
試
験
に
も
合
格
し
、
実
質
二
浪
で
教
師
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
も
あ
れ
も
林
先
生
の
ご
助

言
と
ご
指
導
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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父
の
記

　
　

―
実
録
・
冨
永
雄
一
郎
伝
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

彼
、
冨と

み

永な
が

雄ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

は
、
昭
和
三
年
七
月
二
十
六
日
、
静
岡
県
旧
周し

ゅ
う智ち

郡ぐ
ん

（
後
・
磐
田
郡
）
奥
山
村
（
水み

さ

窪く
ぼ

町ち
ょ
う

奥お
く

領
り
ょ
う

家け

・
通
称
、
水
窪
本ほ

ん

町ま
ち

）
の
椎し

い

茸た
け

や
炭
を
扱
う
小
さ
な
商
家
に
生
ま
れ
た
。
父
の
父
、（
筆
者
の
祖
父
）
の
名
は
、
冨
永

貴き

久く

雄お

（
明
治
三
十
四
年
十
一
月
二
十
六
日
生
～
昭
和
二
十
年
一
月
二
日
、
享
年
四
十
四
歳
没
）、
祖
父
は
、
浜
松
商
業

高
等
学
校
に
学
ん
で
い
る
。

　

こ
の
山や

ま

家が

（
山
奥
）
の
水
窪
町
は
「
秋
葉
街
道
・
信
州
街
道
」
沿
い
に
発
達
し
た
宿
場
町
で
、
す
ぐ
北
は
青
崩
峠
や
、

兵
越
峠
を
ま
た
げ
ば
、
長
野
県
下
伊
那
郡
南
信
濃
村
（
最
近
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
飯
田
市
）
長
野
県
最
南
端
で
あ
る
。

　

山
間
地
の
町
、
現
在
で
は
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
、
水
窪
駅
が
あ
る
が
、（
水
窪
駅
は
、
近
年
作
ら
れ
た
駅
で
あ
る
。
飯
田
線
は
、

天
竜
川
の
佐
久
間
ダ
ム
建
設
に
よ
り
昭
和
の
戦
後
期
に
飯
田
線
は
も
と
も
と
、
天
竜
川
筋
に
そ
っ
て
直
線
的
に
走
っ
て
い

た
の
だ
が
、
現
在
の
水
窪
駅
は
水
窪
ト
ン
ネ
ル
を
建
設
し
て
、
迂
回
さ
れ
て
で
き
て
い
る
も
の
だ
。）

　

さ
て
、青あ

お

崩く
ず
れ

峠と
う
げ

が
古
来
よ
り
遠
州
と
信
濃
を
結
ぶ
交
通
路
の
国
境
で
あ
り
、遠
信
（
遠
江
・
信
濃
）（
静
岡
県
・
長
野
県
）

こ
の
信
州
街
道
（
秋
葉
街
道
）、
し
い
て
い
え
ば
、
そ
の
道
の
名
は
「
ソ
ル
ト
ロ
ー
ド
」（
塩
の
道
）・「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

（
絹
の
道
）、
で
あ
る
。

　

武
田
信
玄
が
元
亀
三
年
徳
川
家
康
と
三
方
ヶ
原
の
合
戦
の
た
め
二
万
五
千
の
兵
を
率
い
て
、
南
下
し
た
の
も
こ
の
道
で

あ
る
こ
と
は
、
有
名
な
話
で
あ
る
。
現
在
、
三
遠
南
信
（
東
三
河
・
遠
州
・
南
信
濃
）
道
路
計
画
に
よ
り
、
ト
ン
ネ
ル
と

高
規
格
道
路
の
建
設
が
始
ま
っ
て
、
建
設
は
進
ん
で
き
て
い
る
。
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第１部　富永家の履歴

　

こ
の
道
は
、
南
北
中
部
日
本
を
結
ぶ
重
要
な
道
で
あ
り
、
水
窪
町
は
遠
州
側
の
重
要
な
宿
場
町
で
あ
り
、
現
在
で
言
う

と
こ
ろ
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
道
の
駅
）
で
あ
っ
た
。

　

彼
、
雄
一
郎
の
追
想
に
よ
れ
ば
、
生
ま
れ
た
家
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
遊
郭
が
あ
り
、
彼
と
同
年
ぐ
ら
い
の
少
女
が
、
遊
女

に
売
ら
れ
て
き
て
、
そ
の
様
子
を
見
、
悲
し
い
思
い
を
し
た
、
と
い
う
。
彼
の
初
恋
は
意
外
と
、
そ
の
辺
に
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
昔
、
水
窪
町
全
体
の
人
口
八
〇
〇
〇
人
ほ
ど
あ
っ
た
ら
し
い
。
昨
今
は
、
過
疎
化
が
進
み
、
浜
松
市
天
竜

区
に
な
り
、
市
町
村
合
併
後
の
旧
水
窪
町
の
人
口
は
、
三
〇
〇
〇
人
ほ
ど
に
激
減
し
て
い
る
（
二
〇
〇
八
年
・
平
成
二
十

年
浜
松
市
人
口
統
計
）
と
い
う
。

　

古
来
よ
り
、
信
州
街
道
（
秋
葉
街
道
）
は
、
信
濃
か
ら
遠
州
へ
、
紙
や
絹き

ぬ

糸い
と

が
運
ば
れ
、
遠
州
か
ら
信
濃
へ
は
、
塩
や

塩
鯖さ

ば

な
ど
の
水
産
物
な
ど
、
ま
た
信
濃
の
絹
糸
の
紡
績
工
場
で
働
く
女
工
さ
ん
た
ち
が
、
こ
の
水
窪
町
の
宿
場
で
険
し
い

青あ
お

崩く
ず
れ

峠と
う
げ

・
兵ひ

ょ
う

越ご
し

峠と
う
げ

の
遠
信
国
境
を
前
に
、
宿
泊
・
休
憩
し
た
宿
が
多
か
っ
た
宿
場
町
で
も
あ
っ
た
。
当
然
、
商
業
・

流
通
業
も
発
展
し
、
か
つ
て
は
遊
郭
も
何
軒
か
あ
っ
た
。（『
あ
あ
野
麦
峠
』
の
世
界
で
あ
る
か
』。）

　

さ
て
、
喜
久
雄
の
妻
、
私
の
祖
母
の
名
は
「
ひ
ろ
」、
旧
姓
は
長
谷
川
氏
。
こ
の
長
谷
川
も
、
も
と
は
「
冨
永
」
姓
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
、
祖
母
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

当
家
の
本
家
は
、
佐さ

久く

間ま

町ち
ょ
う

城し
ろ

西に
し

（
平
成
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
現
浜
松
市
天
竜
区
佐
久
間
町
城し

ろ

西に
し

、
Ｊ
Ｒ
飯
田

線
城
西
駅
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
。
当
家
で
は
、
こ
の
本
家
の
こ
と
を
「
大お

お

家や

」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

城
西
地
区
は
水
窪
町
と
町
界
を
へ
だ
て
て
隣
り
合
っ
て
い
る
。
奥
領
家
の
南
と
な
り
に
な
る
。
以
前
（
む
か
し
の
こ
と

だ
が
）、
佐
久
間
町
城
西
村
と
水
窪
町
の
境
界
設
定
の
と
き
、
城
西
村
が
佐
久
間
町
と
水
窪
町
の
ど
ち
ら
に
編
入
さ
れ
る

の
か
、
議
論
に
な
っ
た
と
き
、
城
西
の
人
た
ち
は
佐
久
間
町
へ
の
合
併
を
望
み
、
現
状
の
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
現
在
は
、
佐
久
間
町
も
水
窪
町
も
過
疎
化
・
住
民
の
高
齢
化
が
進
み
、
政
令
指
定
都
市
浜
松
市
天
竜
区
の
一
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町
に
す
ぎ
な
い
。

冨
永
雄
一
郎
は
水
窪
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
、
浜
松
第
一
中
学
校
（
現
・
浜
松
北
高
等
学
校
）
に
合
格
。
水
窪
か
ら
来
浜

し
て
、
遠
い
親
戚
に
あ
た
る
浜
松
の
学
校
近
く
の
家
に
下
宿
し
、
一
中
に
通
っ
た
。

　

そ
の
こ
ろ
の
苦
労
話
は
、
別
掲
の
自
伝
に
く
わ
し
い
。

―
―
子
ど
も
と
親
―
―

　
冨
永
　
雄
一
郎
　

　
中
学
生
と
も
な
り
ま
す
と
、
す
く
す
く
と
身
も
心
も
共
に
成
長
す
る
の
に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

「
お
母
さ
ん
と
並
ん
で
ご
ら
ん
よ
。」
母
と
子
ど
も
達
二
人
、
そ
れ
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
が
、
一
列
に
並
ん
で
、
子

ど
も
達
の
た
く
ま
し
く
高
く
な
っ
た
姿
を
見
て
成
長
を
よ
ろ
こ
ぶ
の
は
、
子
を
持
つ
親
の
嬉
し
さ
で
あ
り
、
欣
（
よ
ろ

こ
）
び
で
も
あ
り
ま
す
。

　
時
代
の
背
景
は
、
が
ら
っ
と
違
っ
た
戦
中
の
環
境
の
中
に
育
っ
た
私
達
の
中
学
生
時
代
、
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私

の
父
は
今
で
云
（
い
）
う
処
の
、「
教
育
」
の
二
字
に
熱
心
す
ぎ
た
「
教
育
オ
ヤ
ジ
」
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
家

が
忙
し
い
商
家
だ
か
ら
と
云
う
理
由
も
有
っ
た
が
、
私
は
親
戚
の
弁
護
士
の
家
庭
に
、
し
つ
け
と
勉
強
の
向
上
を
目
的

に
父
の
考
え
で
、
お
世
話
に
な
っ
た
が
、
き
び
し
い
私
の
中
学
生
時
代
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
家
庭
の
云
い
つ
け
通
り
毎
日
の
日
課
は
、
朝
早
く
か
ら
、
お
庭
の
お
掃
除
、
お
部
屋
の
お
掃
除
、
毎
日
畳
と
畳

の
目
の
お
掃
除
、
亦
（
ま
た
）
弁
護
士
先
生
の
出
勤
時
に
は
、
靴
を
み
が
く
こ
と
等
、
今
の
私
が
考
え
た
だ
け
で
も
、

時
代
の
精
神
力
の
影
響
と
は
云
う
も
の
の
、
少
し
ば
か
り
厳
し
過
ぎ
た
し
、
よ
く
も
自
分
乍
（
な
が
）
ら
や
り
抜
け
た


